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図1－1べ一トーヴェン交響曲第5番第1楽章呈示部所要時間の歴史的変遷
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べ一トーヴェン交響曲第5番第1楽章呈示部における各演奏家のテンポ揺らぎ
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図2 モーツァルト交響曲第40番第1楽章呈示部におけるテンポの時系列変化
   縦軸 メトロノーム拍数 横軸 小節数（上 トスカニーニ 下 ヴァルター）
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図3各演奏家のチヤイコフスキー交響曲第6番第1楽章における区分ごとの所要時間














































 （TODD1985，佐々木／石川／山田 1989，倉片／桑野／難波 1992，
 難波／桑野／山崎／西山 1992，田口／大串／大前／山崎／真木1993，
 SHAF肥R 1995，田口／大槻／山崎／桑野／難波 1995，
 末岡／大串／田口 1996， YAMADA 1996他）
C rアゴーギグとダイナミクスが聴取者に及ぼす印象の優位性」
 （奥宮／大串 1995，竹内 1994他）
D「演奏の非同期性」
 （RASCH 1979，PALMER 1989他）
E「演奏表清の相違に関する解析」
 （ASKl≡＝NFELT 1986，SEN』U／0HGUSHl 1987，
  KENDALL／CARTE肥πE 1990他）
F「演奏印象に与える視覚の影響」
 （佐久間／大串 1994， 下迫／大串 1995他）
G r楽曲の統計処理的分析」
 （松田／秋山／森 1994， 松日ヨ／秋山 1995， 松田／秋］」／土井 1996他）
H「自動採譜」
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図4－1 フルトヴェングラーの演奏のテンポ変化（べ一トーヴェン交響曲第9番呈示部）
                             （COOK 1995）
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図4－2 フルトヴェングラーの演奏のテンポ変化（べ一トーヴェン交響曲第9番展開部）
                             （C00K 1995）
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図4－3 フルトヴェングラーの演奏のテンポ変化（べ一トーヴェン交響曲第9番再現部）
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図4－4 フルトヴェングラーの演奏のテンポ変化（べ一トーヴェン交響曲第9番終止部）










































表3 マーラー交響曲第4番第3楽章における各演奏家のテンポ変動 （渡辺 1990）
措揮者 部分 ＾■大。 ＾■小値 目■大■ 日■小管 ＾賓動事 8安助事 日∫＾購醐
近衛 秀間 一 60 55 72 50 1．09 1．44 1．32
2 73 58 65 51 1．26 1．27 1．01
3 122 42 ● ・ 2，90 ● ・
メンゲルベルク 1 55 〃 60 36 1．17 1．67 1．一2
2 80 60 64 42 1．33 1．52 1．14
3 146 33 ■ ● 4．42 ● 1
ワルターn〕 一 67 5一 75 52 1．31 1．44 1．1O
2 80 洞 72 62 一．08 一．i6 一107
3 153 48 ■ ● 3．19 ● ●
ベイヌム 一 56 49 72 50 1．I’ 1．“ 1．26
2 8① 64 80 53 1．25 1．51 I．21
3 133 ’2 ・ ● 3．1？ ● ●
グレンヘラー帆一 1 73 53 72 55 1．38 1．31 ．95
2 80 65 80 62 1．23 1．29 1．05
3 172 42 ■ ● 4．1O ● ●
フイナー 1 64 ’6 72 51 1．39 1．41 1．01
；， 90 62 67 46 1．45 1．蝸 ユ．00
ミ， 133 53 ● ・ 2，51 ● ●
バーンスタインn】 1 60 39 65 38 1．54 1．71 1．ll
2 75 60 72 46 1．25 1157 I．25
3 133 38 ・ ■ 3．63 ● ●
ワルタ‘ω 1 49 35 52 36 1．40 王．側 I．03
2 65 55 65 48 1．18 1．35 1．15
3 I38 34 ● ● 4，06 ・ ●
ジョルディω 1 57 ’5 60 41 1．27 1．46 1．16
2 74 60 64 51 1．23 1．25 1．02
3 125 42 ● ・ 2．98 ● ●
グレンヘフー② 1 74 6’ 72 50 1．16 1．44 1．25
2 71 58 72 56 1．22 1．29 1．05
3 ！33 48 ● ・ 2．77 1
スワロフスキー 1 60 55 55 38 I，09 1．45 1．33
2 63 49 63 49 1．29 1．29 I．00
3 132 46 ● ● 2．87 ● ●
アバド 1 49 40 55 仙 1．23 1．25 1．02
2 86 60 60 38 1．43 1．58 〕．m
3 132 38 ● ・ 3．4？ ・ ●
カラヤン 1 51 45 49 38 1．13 1．29 1．14
2 76 66 55 〃 1．15 1．I7 1．02
3 1説 38 ● ● 3．63 ● ●
テンシュデット 1 56 44 71 40 1．27 1．77 1．39
2 88 65 72 43 1．35 1．67 1．24
3 153 仙 ● ● 3．73 ・ ●
マセ．ル 1 60 46 72 41 1．30 1．76 1．35
2 72 57 72 36 1．26 2．00 1．58
ミi 1i5 35 ・ ● 3．29 ● ●
ジョルディ② 1 56 49 71 43 1．14 1．65 1．44
2 80 60 69 53 1．33 1．30 ．98
3 132 37 ■ ● 3．57 ● ■
インパル 一 肪 49 80 42 1．14 1．90 1．67
2 93 72 ？2 42 1．29 1．71 1133
3 132 仙 ‘ ● 3．22 ● ●
バーンスタイン② 1 74 55 55 35 1．35 ］．57 1．17
2 73 閲 65 仙 1126 1．48 1．17
3 138 32 ● ● 4．31 ● ・
小沢 笹II 1 69 ’8 65 46 1．何 1．41 ．98
2 80 62 65 48 1．29 1．35 1．05
3 I33 38 ● ● 3．50 ● ●
ペルアイー二 1 55 48 63 42 I．15 1．50 1131
2 ㏄ 68 72 44 1．18 一．64 1．39























                における各演奏家のテンポ変動（渡辺1990）
小8 籠 與 凹 65 66 6768 69 7071 727374 75 76η 禰 杓 80 81 訳 83 凹 85 86 87 88
備電著
近。長● “ 53 56 47 53 6367 66564864635563 60606466 56η 75637373η 7368
メンケルペルク 395357 48403635403741 艶 艶 353753 5759 494262 675251 494853仙
ヲルターul 585659 549 525762505062574756 56 5860575067 73 63 6766 6360
ペイヌム 5556 58505253 555側 〃 57564249 58 596047 4573746558“ 666658
クレンペラーω 5058 595956 5865 756266η 7156586463 735248 76 78 72 697477 7561
ライナー 5057 53 52 5360 5757“ 5362 57464558606155 56 6973 737073 756558
バ■ンスタインω ’2 49 4643393635 47 35 36 6333945 5一 525138仙 657260 6870 726245
ワルター脾1 45 495I46 38 32 333939 39黎 43訓 3849 49 491 39 556514751 514542
ショルティω 47 4851 43 373739 46394557524045 55射 54 4343 6463一55504745 4943
クレンペラーω 49595654 4249 559“ 46 61584849 5659 5951497476 7677069 658
スラロフスキ’ 42“ 45 40 38 45 47 4942 3638373640“ ’8 4838 3248514950 558“ 50
アバド 3551 ’9 4942 46465241 43 52453942 5151 5347 3656 595253 5858 55側
カラヤン 4042 424038 38 39 4036 3751仰 40仙 484645 42側 4751504644 45 4342
テンシュテット 36 4947“ “ 464？ 5438 3953564040606260η 486668575761 6249 40
？ゼ’ル 釧 474945394443 ’6 33仙 5451 3936蜘 515345435370655958 5654伯
ショルテイ⑦ 3851 5140仙 39 46 544745 55493942 585553ψ 4366 70555460605855
インパル “ 545652 4848 4855’6 相 58 604246 51 5552402981 8① 75666260 58‘9
パ’ンヌタインω 36 42 43 40 3339 64032 3346“ 334o 4545仰 3736 5962 504248 48 4734
小沢証■ 39 49 4951 4149 53 5649 4558一604753 56 565？ 494569 695959646561 49




































































































1．トスカニーニ＆NB C交響楽団 1939年録音 R CA
2、トスカニーニ＆NB C交響楽団 1939年録音 クラウンクラシックス
3．カラヤン＆ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 1946年録音 EM Iグラシックス
4．ヴァルター＆ニューヨーク・フィルハーモニック 1951年録音 ソニークラシカル
5．べ一ム＆ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 1953午録音 ロンドン
6．クリュイタンス＆ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団 1957年録音 EM Iグラシックス
7．シューリピト＆パリ音楽院管弦楽団 1957年録音 EM Iグラシックス
8．アンセルメ＆スイス・ロマンド管弦楽団 19ω年録音 ロンドン
9 アバド＆ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 19ω年録音 ロンドン
10．ミュンシュ＆ボストン交響楽団 録音年不明 R CA
ll．C．ディヴィス＆B B C交響楽団 1972年録音 フィリップス





17．ヨッフム＆ロンドン交響楽団 1978年録音 EM Iグラシックス
18．スウィットナー＆ベルリン国立管弦楽団 1983年録音 デンオン
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         1      2      3．min           経  過  時一間
被験者20名の時々刻々の大きさ判断の平均値（下降系列）


























経  過  時  間
図5－2被験者20名の時々刻々の大きさ判断の平均値（上昇系列）
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譜例1べ一トーヴェン交響曲第8番 冒頭部 ブライトコプフ＆ヘルテル版
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譜例3べ一トーヴェン交響曲第8番 冒頭部 管楽器及びティンパニーへの補足記入

















































































































































    指揮者＆団体， （）内録音年， ●はオリジナル楽器演奏









































































































推移     T13～T37
第2主題提示 丁38～T45
第2主題確保 丁46～T51
推移     丁52～T69
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   指揮者＆団体， （）内録音年， ●はオリジナル楽器演奏
















































    ＊WF ヴァインガルトナー＆ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団（1936）
    ＊MP モントゥー＆サンフランシスコ交響楽団（1950）
    マゼル＆クリーヴランド管弦楽団（1978）
    フリューベック・デ・ブルゴス＆ロンドン交響楽団（1989）
    プレヴィン＆ロイヤル・フィルハーモニック管弦楽団（1990）
1   ★主題問でテンポ変化をつけていない
    ＊S H シェルヘン＆ルガノ管弦楽団（1965）
    ＊TA トスカニーニ＆NB C交響楽団（1952A）
    ＊TAトスカニーニ＆NB C交響楽団（1952B）
    セル＆クリーヴランド管弦楽団（1952）
    グレンヘラー＆フィルハーモニア管弦楽団（1957）
    シュミット＝イッセルシュデット＆ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団（1968）
0．99  ★↓ここより下は第2主題テンポ上昇
    ＊WF ヴァインガルトナー＆ロイヤル・フィルハーモニー管弦楽団（1927）
    ブフィッツナー＆ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団（1933）
    ＊BL バーンスタイン＆ニューヨiク・フィルハーモニック（1963）
    べ一ム＆ウィーン・フィルハーモニi管弦楽団（1972）
    ＊B L バーンスタイン＆ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団（1978）
    ●ノーリントン＆ザ・ロンドン・クラシカル・プレーヤーズ（1986）
    ジョルディ＆シカゴ交響楽団（1988）
    ●グッドマン＆ハノーヴァー・バンド（1988）
    アーノンクール＆ヨーロッパ室内管弦楽団（1990）
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図7－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ（シュミット＝イッセルシュデット）
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       州，1サ〃抑ダ・
図8－2 レベル変化の時系列データ （ヴァルター 1942年録音）
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  図9－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ（メンゲルベルク）
  太実線 アムステルダム・コンセルトヘボウ 1938年録音
  細実線 アムステルダム・コンセルトヘボウ 1940年録音
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図9－2 レベル変化の時系列データ（メンゲルベルク 1938年録音）
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回10－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ（フルトヴェングラー）
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 図103 レベル変化の時系列データ （ブルトヴェングラー
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小節ごとのテンポ変化の時系列デニタ（トスカニーニ）
NB C交響楽団  1952年11月 8日録音
NB C交響楽団  1952年11月10日録音
110
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 図11－2 レベル変化の時系列データ（トスカニーニ1952年11月8日録音）
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  図12－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ （カラヤン）
  実線 ベルリンフィルハーモニー管弦楽団 1962年録音
  点線 ベルリンフィルハーモニー管弦楽団 1984年～1985年録音
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  図13－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ（セル）
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回16－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ（ホグウッド）
アカデミー・オブ・エンシェント・ミュージック 1989年録音
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  図17－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ（ブリュッヘン）
  18世紀オーケストラ 1989年録音
110
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図17－2 レベル変化の時系列データ（ブリュッヘン 1989年録音）
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回19－I小節ごとのテンポ変化の時系列データ（グッドマン）
ハノーヴァLバンド  1988年録音




























































     はなさいますか。」
朝比奈 rメトロノーム記号は，失礼だけれども，あまり見ないことにしています。あれ
     はあまりにも速い。何か考え違いしたんじやないかなあ。今だって，メトロノ
     ームは二つとして同じものはないでしょう。並べて同時に動かしても必ずずれ
     る。当時のメトロノームならなおさらです。精密に作られている今のものでさ









     だと思う。」
宇野  「初演の時と同じメンバーの数でやるという考えは… 。」
朝比奈’rやったってしょうがないと思う。今の演奏を見ればrすごいなあ」とへ一トー
     ヴェンはびっくりすると思いますよ。」
字野  「喜びますよね。」
朝比奈 「喜びますよ。あの人の頭の中で響いている音楽はもっと立派だったかもしれま
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 図20－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ
 大阪フィルハーモニー管弦楽団 1992年録音
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回21－1小節ごとのテンポ変化の時系列データ
ミラノ・スカラ座フィルハーモニー管弦楽団
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帥俺雌⑩ 鱗弗）（終止）
■HARNONCOURT（90）
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＾ v n ツ
強弱法の曲線
譜例4バッロク音楽における強調の構造（アーノンクール 1997二61）
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usmg Beethoven’s8th Symphony asミm example
                                                        細AKAWA Ke1ko
        In the research ofWestem music up to mw，much attenti㎝has bcussed on
h1storlca1research or the research of music compost1on uslng wn廿en doc㎜lents or
music創scores However，research㎝pe此mance1tselfthrough㎝exammad㎝of
・ecordmgshashard1ybeen㎜de血ak㎝舳e・them・舳㎝oftheph㎝og・ahby
Edis㎝m1877，many v創uab1e r㏄ordmgs by pe㎡om㎝ce a血sts m the past have
bee11 presemed  C011sequently the potentia1contribut1on of these recordings m
revedmg pe曲man㏄style缶。m the19th to the20th cen血nes is c㎝s－demble In
addition，th…㎜ks to the advance of fi1m and souIld recording tec㎞o1ogy，it is mw
poss1b1e to obtam a conslderab1e amount of rese町。h matena1 If1t is poss1bIe to
establish㎝approach towards studying this material，it shou1d also be possible to
re－eva1uate genera11deas about pe㎡omance practlce whch have hi曲eno been based
on impressions．Simi1ar1y there is a rea1possibi1ity that some re創discoveワwi11 be
made which cou1d1ead to a rew11tmg of parts of music history Consequent1y，1t
should be poss1b1e to㎜dertake a vdid an』ys1s ofrecorded peぱ。mance md，from
th1s，research whlch considers impo血nt prob1ems of20th centu町pe㎡om㎝ce should
open up newεmd meanmg㎞l research areas㎞r muslcology m曲e21st centuリ
       This research here de創s with an㎜a1ysis of tempo l㎜d dymmics丘。m the
begmnmg to the 103rd bar，namely the first movement，of61recordmgs of
Beethoven’s8th Symphony pe曲med by orchestras and conductors in the20th
cent岬 As well as re危m㎎to the comments of v㎜ous c㎝d㏄tors㎜d music創
㎝tics，伽s research砒empts to cons1der past present㎝d～t山e pe命m㎝ces of
Beethoven’s8曲Symphony
       As we11as conside㎡ng previous research be Philip（1992．1994），Bowen
（1996），Cook（1995）㎝d Watanabe（1990），m the丘rst sectlon ofthe op㎝ing chapter，
the an小1cal approach ls c1ah丘ed Here1t is detemmedthat a sci㎝tI丘。㎝alys1s of
the music operates at a higher leve1but the analytica1result obtained has vir［ually no
meaning缶。m a musicologic創standpoint． This is because，even if one treats the
analys1s ofa pe命mance in the same way，the research purpose Is d1晩r㎝t and the
sc1enofic result goes lnto a d1fferent dlrectlon to that of the researcher’s lnterest  In
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血e sec011d chapter，which conslders what ls，m血。t，pe㎡bmance histoリ，research，
wh1ch empIoys a meamng血I㎜a1班icaI apProach m mus1c，the an創yt1c最method㎝d
quantification method are descIibed Beethoven’s8th Symphony，wh1ch ls the ob］ect
of㎝a1ys1s here，is a masterpiece wn血en m1812，h1s mldd1e period，which the
composer hmse1f ac㎞owledged as hls most h1gh1y peホ。ted compositlon As a
resu1t of Beethov㎝’s ac㎞ow1edgem㎝ら。onductors have s㎜11ar1y owludged th1s
composition to be the most Beethoven1ike1
       The61sources used r…㎜ge缶。m a1927recording by the RoyaI Phi1h町momc
Orchestra under the bat㎝of Wei㎎artner to a1995r㏄ordmg w1th Dr出。s and the
Nlco1aus Esterh睨y Symph㎝1a Measurements were made usmg a㎜on Hgh Speed
Graphic Recorder LR－5I．The speed of the paper movement was1Omm／second，the
tme constant was001sec㎝ds W1th respect to the ana1ysls of dyn㎝1cs，a gmph
showing the1eve1of ch㎜ge on a timeωds was used－In order to lm創yse the tempo，
measurements of the廿me durat1on between bars were made舟。m recorded points at
the beginmng of bars p1aced at the time when曲e leve1of the tempo was recorded
These were conve11；ed to metronome pu1ses and the resu1ts dlsp1ayed on a graph
sho㎞㎎tempo cha㎎e㎝a句me ax1s Measurements were conducted in March 1997
in曲e Laborato町。f Envir011menta1Psycho1ogy m the FacuIty of Human Sciences at
Osaka Universi奴．
        正n the first bar of the first moveme叫I consider the pub11catlon地
価rAu航ih皿nenK1asslscherSmhomen－BaIldlBeethovenwn廿enm1897by
Fe1ix Weinga血er（1863－1942）㎝d how thls des㎝ption is re1ated to the㎜a1ysls
unde11：aken here． This c1ahfies the aim of the anaIysis丘。m the viewpoint of
pe此m㎝㏄h1sto町 At the same tme，1t shows the clrcumstances s㎜o㎜dmg
pe曲man㏄prac此e at the beg1㎜㎎of the20th c㎝t岬which resu1ted m
WemgartI1er’s proposa1㎜s pursuit of me㎝mg1s also obsemed here As a resu1t
ofthe innu㎝ce ofRich町d Wa図er（1813－1883）㎜d H㎜s v㎝Bulow（1830－1894）at
the begimi㎎of the20th c㎝岬，pe曲mances were charactedsed by excess1ve
expresslon㎝d a｛1血岬i㏄reases in tempo Wei㎎a血er proposed that pe此m㎝ce
shou工d not剣1mto this tendency for ove11；sentlmentality㎝d he tned to ha1t this
excessive expression of emotion  Ill the second sect1on of the 丘rst chapter，the
resu1ts of血e ana1yses of tempo …㎜d dymmlcs are mtroduced ～md I obsewe
pe曲mance pract1ce m the置rstha1fofthe20th cent岬 In addltion，the comments
and statements ofvarious conductors and muslc cnt1cs are dso re胎πed to
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       趾sdy，曲eresultsofthe㎝a1ysisoftheoldestr㏄o・di・g，the1927
Wemg舳er and Roya1Phi1hamomc Orches廿a pe曲㎜ance，are glven㎜d it1s
shown that the v㎡ous divisions between the two riv創themes，the伽msition最section
and the conc1us1on are c1ear1y demarked accordmg to tempoε㎜d con血asts in the
dynamics Itls刻sosho㎜thattheplecelsconstmcted制1owingthetrad血㎝a1
pa脆m of s㎝ata危m The contrasts m the pe曲man㏄of Wmem M㎝ge1berg
（1871－1951）are extreme1y large whereas those of逼㎜o Wa1ter（1876－1962）are mt
so great㎝d there1s a hmt of greater stab11ity In the pe曲m㎝ce of Wi1he1m
Funwang1er （1886－1954），the size of血e contrast changes somewhat舟。m
pe曲㎜㎝ce to pe命m㎝ce，I ve軸similar features m pe㎡om㎜㏄style belween
1920㎜d1950which can be seen in m㎜y examp1es duhng this period． Phi1ip
（1992．1994）dso notes也ese ch班actehst1cs㎝d proves the hypothes1s that there was
c㎝s1derab1et㎝poch㎝gempe㎡omancesofthe趾stMfofthe20th cent岬
       In the first secuon of the second chapter， the perOorm1ances of ノ㎞ur0
Tosc㎜1m（1867－1957）who，in con血asttoFu榊angler，wasthefatherofpe曲m㎜ce
for the1atter half of the20th centuW，are exammed S1m11arly，m the second sec11on
of the s㏄ond chapter，I examine the pe命mance style of the main mstrument
pe㎡omances by He｛ert von Ka呵an（1908－1989）‘㎜d others up t01980 It ls
be11eved that pe曲man㏄s m the1atter h創f of血e2㎝1㏄ntury were mf1uenced by
曲e pe曲man㏄1de創。f丘de11蚊to the score㎜d that th1s1tself repres㎝越a
p町adigmatc shi舳n the a血tude towards pe市。mance Toscanmi also be11eved m
五de1ity to血e score tow町ds the end of his life－ This is at least the he1d血inking
about Tosc㎝im However，血e㎝a1ys1s ofh1s conductmg cξmied out here shows that
this is in fact not the case．
       Tosc㎜mi’s pe㎡om㎜㏄s町1e c㎝be thought of as havi㎎，for example，
unchε㎜ging fixed tempos for each theme which places it within a new paradigmatic
base． On the other hand，in the same way as Furtw航g1er，tempo changes with no
indlcatm m the score c㎝be seen m sever創places Traces ofpe㎡oman㏄style
stmctured㎝tradlt1㎝al s㎝a吻bm have訓so been丘equ㎝dy retamed Tosc㎝㎜
d1d no complete1y d1sm㎜ue pe㎡om㎝ce sty1e in the irst ha1f of the20th cent岬
Instead，that task胎11to conductors who were predommmt m the1960s，namely
HerbeI1＝von Kar勾an，Hans Schmidt－Isserstedt （1900－1973） and Georg Sze11
（1897－1970） In the趾st ha1f of the20th century，pe曲mance sΨ1e was
character1sed by a dramatic dmp m tempo m the second movement and a marked
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cantabi1e style However，mthepe曲man㏄softheseconductors，there1atl㎝sh1pto
thls ea∫1y20th century style ls seve1’ed and there1s on1y a l1ta∫dendo ln the finaコbar
A homogenous sound did not become extinct㎜d the f1ow ofthe tempo was light and
smoo血  Listeners were1ei with the lmpresslon of a’I11ght Beethoven’’ In the
perfbmεmce style of von Kar那㎜，thick romant1c lustres are purged…md there ls a
dear break with曲e ear1y s蚊1es of the first ha1f of the2㎝1century．h other words，
a dear parad1gma血。 shii m pe㎡om㎝ce taste c㎝be seen here md th1s marks a
sigm丘。㎝tbreak m musicpe曲mancehistory inthe20th cent岬
        In the趾st sec血㎝of血e3rd chapter，I examme the pe曲m㎝㏄s蚊1e of
ongina1instmment pI㏄es丘。m the1980s and co㎡im血e di脆rences in modem
instmmenta1perfbm㎝ce In the second section，I examme Nicho1as Hamoncourt
（1929一）vlew of pe㎡oman㏄as gleaned from his㎜廿en works Ham㎝couれ
introduced odgm副msωm㎝tal music express1on on modem mstmm㎝ts and r㏄eived
a lot of suppo血m Europe的r th1s As can be seen m Tams㎞n（1989），the tempo
was gener汕y fast m ongmd mstmment pe曲mance and there was l1舳e t㎝po
ch㎜ge．However，the resu1ts ofthe ana1ysis here show thaら舟。m Kar勾an on，tempo
chaI1ge from bar to bar was considerabIe and there were sh…岬sect1onal changes in
tempo and dynamics Thls itse1f was the result of sect1on創1satlon of the melody
wh1ch was d1揃er㎝t丘。m modem mstmm㎝tal pe㎡bmance Consequently there
were not舳entmelodies as inKar則an’s pe此m㎝cebutratherthenowwould，in an
mstmt，become sluggish The tempo structure m thelr pe曲m㎝㏄s were of a
d1晩r㎝t mture to the pe命mance style of Kara岬m血at there were frequ㎝t
s㏄d㎝創。h㎝ges in the tempo As forthe pe曲mance s蚊1e ofM㎝ge1berg m the
latter ha1f of the20th centuリ，these were not based on traditional sonata bm but
rather，血ey dism㎝uedthatfom However，the problem anses as to how conductors
of modem mstmment orchestras of the same pemd a㏄epted the ongm創mstmment
pe曲m㎜ces It is d揃。ult toexp1心血s mjust㎝e sweepmg statement There
are many c㎝ductors1ike As出ina Takashi（1912一）and Carlo Maria Giulini（1914一）
who take a pos1缶ve a伽tude to pe曲mmg Beethov㎝㎝modem mstmments㎝d
created eleg㎝t pe㎡omances which emphasised legato㎝the stmgs h the
r1tardando，there 1s a much gr艶ter drop m tempo th…m that of the Ka呵…m
pe曲m㎝ces㎜dtheso㎜ds aremadetoreverberate
       However，these composers essentla11y continue Kara」an’s llght Beethoven
style．0n the other hand，曲ere emerge pe曲mances whlch harkbackto the㎝gmal
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mstmment pe此㎜㎝ces as m the case of価nter Wand（1912一），Mchael Gie1en
（1927～）and HamoIlcouh These conductors choose a胞st tempo and mtroduce
segm㎝tad㎝of the me1ody as in㎝gm最mstrument pe命m㎝㏄s㎝modem
instmm㎝ts Hamoncourt c1ariies h1s ldeas on pe㎡ommce which indudes th1s
ailstic inev1tabi11ty  in  h1s 幽旦
Musi㎞ers胞㎞1s㎝d m h1s幽 He危1t there was mamerism
m mus1c aRer1800in wh1ch㎝equ最sound level contmued a㏄ordmg to ve町1ong
phrasmg However，bebre1800，as a result of art1cu1ation peop1e were aroused by
㎜artistic stimu1us in the music which cou1d be heard as a more血ree dimensioM
ent1ty As Hamoncourt states，music wh1ch ski1山11y employs a血icu1at1on1s aIways
ab1e to bmg about bo曲tenslonξmd relaxat1on㎜d st1r both the mind and the body
Hamoncoun desired not a museum11ke pe㎡om㎜㏄of histohca1a㏄uracy whlch
does nothing for the1istener，but music which inf1uences㎜d begins to speak to the
11stener As的r Kar即㎜m the1960s，血e supp011＝的r Hamoncouれm the1990s
speaks ofthe mterest for change m pe㎡om㎝ce Th1s sec㎝d paradigmadc sh1i in
20th㏄ntuW pe曲man㏄histo町1eads us tope允mance sty1e m the21st㏄n血町
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